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C 31
ひじき食による糞中成分の変化

大阪市大生活科学　　　片山（須川）洋子

食　物　37

【目的】日本人は昔から海藻類を日常の食生活においても、また伝統料理、郷土料理にも

好んでとり入れている。栄養学的にみて、海藻類は食物繊維に富み、ビタミンやミネラル

の含有量も多いので、近年、肥満の予防や健康増進に有効であろうとの関心が寄せられて。

いる。本研究では、海藻類の中でひじきをとり上げ、ひじきを常食した場合に体内ではど

のような代郷変轡が起こるのかを知るための手がかりとしてヽ糞中の成分（多糖類ヽ窒素

化合物t脂質、ミネラル等）を分析した。　【方法】本実験において、ひじきは10倍容

の水に　24時間浸漬したのちに風乾して用いた。４週令のSD系雌ラットを、（1 ）102

ひじき食群、（2 ）lOXひじき食一運動負荷群、( 3〉1）2セルD ―ス食群、（4 ）101

　セルロース食一運動負荷群に分けて、２週間飼育した。運動負荷は、ラットを毎日　１時

間トレッドミルで走行させて行った。連続３日間の糞を採取し、糞中の多糖類をアンスロ

ン法、窒素化合物をケルダール法で定量した。総脂質糧はFolch法によって抽出し、重量

法によって定量した。ミネラルは放射化分析法（京大原子炉実験所〉によって定量した。

【結果】ひじきを常食させると、糞中の多糖類および総脂質量は有意に増加した。セルロ

ース食群に比べて、ひじき食群の糞中ミネラル量（　Mo,Co,W,Br,Na等）は有意に多く、中

でも　Na量は約　10倍も多かった。一方、血液、肝臓、腎臓中のこれらミネラル量は両群

の間で有意な差が認められなかったので、体内ミネラルの恒常性を保つために、吸収率を

変化させる調節機構が働いているものと推察される。運動負荷すると、糞中の脂質量は減

少したが、多糖類は変化しなかった。

C 32 ホルモン分泌に及ぼすビタミンＡとタンパク質摂取量

岩手大教育　　赤沢典子

　目的　現代の食生活に於てはタンパク質や脂肪の摂取は充分であるが、それに比べてビ

タミンＡ（ＶＡ）の摂取は不足する傾向にある。M 00reらはＶＡの生体利用は摂取するタ

ンパク質の量に関係することか大きいと報告している。そこで本研究ではＶＡが不｡足の場

合にタンパク質摂取量の違いが成長やホルモン分泌機能にどのような影響を及ぼすのかを

検討し現代の食生活の留意点としてのタンパク質摂取とV A摂取のバランスの重要性を明

らかにすることを目的とした。

　方法　離乳直後のウィスター系雄ラットを用い、１群は20％カゼイン・V A （lOOOIU）

添加とし、２群は20％カゼイン・ＶＡ欠乏、３群は10％カゼイン･ V A添加( lOOOIU）、

4群は10％カゼイン・ＶＡ欠乏として約i2週間飼育した。血清及び肝臓のＶＡアルコール

量とV A パルミテート量の測定、血μ1トコフェロール量及び副腎皮質ホルモン（コルチコ

ステロン）と性ホルモン（テストステロン）分泌について検討した。さらに精巣や副腎組

織について形態学的に検討した。

　結果　20％カゼイン・V A 欠乏群は8 週頃より発育障害が見られ、死亡するラットも見

られ、最終的には10％カゼイン・VA欠乏群よりも発育障害が強く認められた。また２群

のＶＡ欠乏群では、血清及び肝臓のＶＡ量、V E 量の減少が特に著しかった。―方コルチ

コステロンはＶＡ欠乏の場合、タンパク質不足の場合に著しく減少した。また精巣は精細

管の萎縮などの退行的変化が認められた。副腎では組織の肥大か認められた。


